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　授業で商品開発やマーケティングなど、ビジネスを教える上で欠かすこと
ができないワードがある。この本では、一見難しく感じるワードを簡単に、
そして会社でどのように活用されているのかなどを説明している。
　会計ソフトを販売する会社で働く女性が主人公となり、「Ａｐｐｌｅにで
きて日本企業にできない壁」を乗り越える激動の日々を描いている。「高品
質・多機能」な商品を高価格で販売してきた会計会社が、外資系の会計ソフ
トメーカーの「シンプル」なソフトを安価で販売する。ブルーオーシャン・キャ
ズム理論・コトラーがわかる 10 の物語から構成されている。１章ごとにキー
ワードが出てきおり、副教材として使用できる。
　「顧客が言うことは何でも引き受ける」という日本人の勤勉さが、正しい
ように考えられてきたが、これからの時代では意味をなさないこと。アップ
ル社の製品が人気の時代で、これから先何が求められるのかを考えさせられ
る１冊である。デフレ経済を脱却仕掛けている今こそ、「価格」を下げずに「価
値」を上げることが求められる。過去の事例と、これからの時代をうまく比
較結合させながら展開されており、歴史から未来を切り開いていけると思わ
れる。
　「ビジネス基礎」や「マーケティング」の授業で是非とも活用したい一冊
である。教員だけではなく、生徒たちにも読んでほしい本となっている。

　第１章　「アメリカの鉄道会社はなぜ衰退したのか？」
　第２章　「お客さんの言いなりの商品は売れない？」
　第３章　「顧客の要望に 100％応えても０点」
　第４章　「値引きの作法」
　第５章　「キシリトールガムがヒットした理由」
　第６章　「スキンケア商品を売り込まないエステサロン」

とある。まさに「アクティブ・ラーニング」は、中央教育審議会が検討する
学習指導要領の全面改訂の目玉の一つといえる。アクティブ・ラーニングと
はどのような授業を展開していけばいいのか、その指導方法はどうなのか、
そもそもアクティブ・ラーニングの本質を理解できているのだろうか、不安
を抱えている教員も多いのではないか。
　本書は、高等学校理科教諭として在職中に、カウンセリング、コーチング、
エンカウンターグループ、メンタリング、アクションラーニングなどを学び、
それらを応用して高校物理授業をアクティブ・ラーニング型授業として開発
し成果を上げた、現在産業能率大学経営学部教授小林昭文氏が、長年の現場
経験に基づいた実践的かつ理論的な「アクティブ・ラーニング」がわかる入
門書である。また、年間百回前後のペースで高等学校等の研修会講師を務め
られており、その研修とほぼ同じ内容で研修テキストとしての役割も持って
いる。著者の研修会の受講者にとっては、そのまとめとして活用することが
でき、全く初心者にとっても非常に分かりやすく実践方法が記述されている。
特に第 5 章「アクティブラーニング型高校物理の実際」では、授業の際、生
徒を教室に迎え入れるところからアクティブ・ラーニング型授業の仕掛けが
始まっており、目標の設定、プリント配布の仕方、授業展開、グループワー
クについて等、実践的な方法が具体的に紹介されている。アクティブ・ラー
ニングとはどのように授業を展開したらいいのかと思っている教員でも、本
書を読んで著者の手法の模倣から始めても、十分効果を出せるのではないか
と思えるほどの具体性のあるハウツー本である。まずはこの１冊をアクティ
ブ・ラーニングのスタートとしてもいいだろう。もちろん展開例は物理の授
業だが、紹介例はどの教科・科目でも応用できる。
　しかし授業というものは教員によって個性があり、また自校の学校環境、
生徒集団の質によっても効果を得るためにはそれなりの工夫が必要である。
著者の手法を参考にしながら、教員個々のオリジナルのアクティブ・ラーニ
ングを深めていくことが重要である。それは著者も「実際にどうするかを考
えるのはその教員の役目」と述べているように、教員自らの体験に基づく授
業改善に取り組んでいくことが今後求められる。本書は生徒のために授業を
工夫しようという意欲的な教員にとって、その授業改善を始めるきっかけに
なる一冊である。
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　著者は弁護士で、自らの考えを「伊藤メソッド」と称し、司法試験の対策
のための『伊藤塾』を開き多くの後輩を輩出している。現代人が欠く『思考
力』をテーマに、それを鍛えるためのメソッドを 90 にまとめられている。
　そのメソッドは以下の５つの段階に分類されていて、大変読みやすい。
　ステップ１－いつも「考える」を意識せよ
　ステップ２－シンプルに考えるクセをつけろ
　ステップ３－「論理的な思考」をすっ飛ばすな
　ステップ４－「ベターな判断」でスピードを上げろ
　ステップ５－「わかりやすさ」で結果を出せ
　現代の若者は、高度情報社会に突入したこともあるのか、ますます『答え』
に固執する傾向にある。何かわからないことがあればすぐにスマートフォン
などの情報端末を利用し、インターネットから情報を手に入れようとする。
そのようにして自ら『答え』を探し当てればまだ良いのだが、高校現場では
われわれ『先生』にすぐ聞く傾向がある。それは高校現場で安易に『答え』
導きこうとする指導の弊害であるとも言えるが、社会で何が必要とされてい
るかをもっと考えさせる必要があると感じる。
　著者も現代の若者の「思考停止」状態を嘆いている。先行きが不確実な時代、
現実社会を乗り越えて行くために必要なのは、「模範解答を知っているかど
うか」ではなく、「徹底的に考えて解答を自ら創りだせるかどうか」と説い
ている。目の前の「答えのない問題」に対し、いかに自分の頭をフルに使って、
最善の解決策を見つけて前に進んでいけるか。模範解答より徹底的な思考力。

「考え抜く力」とは、われわれ必須の「現実突破能力」と呼びかけている。
　またメソッド中には、『パレートの法則』など商業高校で勉強するような
用語も出てきて理解が深まる。先ほど述べた通り、現在の教育はどこか「解
き方学習」に囚われすぎており、『答え』がないと、習う側はもちろんのこと、

　第７章　「商品を自社で売る必要はない」
　第８章　「100 円のコーラを 1000 円で売る方法」
　第９章　「なぜ省エネルックは失敗してクールビズは成功したのか」
　第 10 章　「新商品は必ず売れない？」
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